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1.はじめに
註-ザが構成情報を与えることによって所望の回
路を構成できるFPGAが､多くの分野で用いられるよ
うになってきているoFPGAには回路構成情報を変更
することによって､同-のチップを用途に応じて構
成し直すことが出来るという特徴があるO-方､デ
-タの圧縮解凍を高速に行うための回路が望まれて
いるが､これらの回路は圧縮および解凍のために多
くのハ- ドウェアを必要とするという問題がある｡
本 稿 で は FPGAの特徴とデ-夕圧縮と解凍が同時に
行 わ れることはないという性質を生かして回路を再
構成す る ことにより､デ-タを圧縮する際には圧縮
回路としてまた解凍を行う際には解凍回路として動
作する､FPGAを用いた再構成可能なデ-夕圧縮解凍
回路について検討を行 う｡ここではハ- ドウェア化
に適した圧縮回路の構成を示す｡
2.LZSSとその並列化
LZSSによるデータ圧縮アルゴリズムの概要を以
下に示すOなお､解凍はこの逆捌顔序で処理を行うO
図 ま LZSSのアルゴリズム
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アルゴリズムから明らかなように､入力デ-タと参
照部中のデ-タを比較して最長-致系列を求めるた
めには､図2中のN及びFを用いて平均iF.(N-FH/2
回の比較が必要になるO従って高速な圧縮を行うた
めには参照都を並列化して､同時に複数回の比較を
行う必要がある｡
3.圧縮解凍回路の構成とハー ドウェア量
参照部を分割して並列化を行った場合の回路構成
を図3に示す｡
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次に､間中の参照都について説明するo分割した
個々の部分をブロックと呼び､この数をaとずるo
各ブロックでは長さFの検索が行われ､同時にa個
の検索結果が得られるO各ブロックから得られた結
果中の､最も長い一致系列を用いてLZSSアルゴリズ
ムに従って符号化を行う｡
ブロック群は環状に構成されており､検索を行う
度に参照部内のデ-タをシフ トするO-連の検索が
終了すると､新しくデ-タを入力するブロックを変
更し､指定されたブロックから符号化都のデ-タを
参照都に入力し､更に新しいデータを外部から入力
するOなお､ここでプロッタの長さは符号化部の長
さF瑚音数であるものとし､これをF弓 と表す｡ニ
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れらより､スライ ド窓の長さNについて次式が成立
するOここで まは任意の正整数とする｡
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スライ ド窓の長さN､符号化部の長さF､-つのデ
-タを記憶するために必要な-- ドウェア量を Cs､
検索のためのハー ドウェア畳をChとする｡参照都に
要するハー ドウェア盈Clは並列度をaとすると
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式 (3)から並列度と検索回数の関係を表す次式が
得られる｡この値をパーセン トで表したものを図4
に示すし､
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通常回路を構成するために周いるチップが決まると
使用可能なハ- ドウェア蚤が決まる｡そこで参照部
に用いる-- ドウェア量が一定の値に制限されてい
る場合の並列度と圧縮率の関係を求める｡これは式
(2)より次式で与えられるOこの値をパーセントで
表 したものを図射こ示す0
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次に圧縮率と検索回数の関係を求めるために､次式
で与えられる並列化有効度βを定義するO並列度と
並列化有効度の関係を図5に示すQ
β=
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このグラフの最東低､すなわち並列度と圧縮率の関
係が最適であると考えられる並列度Ⅹ-aoは次式で与
えられる｡
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?? ?? ?
? ?? ??
? ?
20 40 60
並列度
80
図4 ハー ドウェアと圧縮率
且00
●′ ●●●● ●●
O 20 1O 60
並列度
80 100
図5 並列化有効度
5.まとめ
FPGAの性質を活かし同一し71回路を再構成するこ
とによってデ-夕圧縮と解凍を行 う回路の構成法を
示した｡この回路を周いることによって裏に必要な
ハー ドウェアのみを実装すればよいため､携帯装置
等の小型化及び省電力化に寄与できるものと考えて
いるO今後は解凍部の構成を確立し､実際に装置を
作成して試験を行う予定である｡
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